
    

①
新
風 

②
栃
本
町
２
３
３
１-

３ 

③(

62)

１
０
８
６ 

④
希
望
が
も
て
る
教
育
・
福

祉
・
地
域
医
療
の
充
実
、
活

力
漲
る
農
業
・
経
済
の
成
長

を
目
指
し
様
々
な
行
政
課
題

に
挑
み
ま
す
。
そ
し
て
、
地

方
創
生
の
名
の
も
と
に
激
化

す
る
都
市
間
競
争
に
勝
ち
残

り
、
終
の
住
処
と
し
て
「
選

ば
れ
る
佐
野
市
」
の
実
現
に

邁
進
致
し
ま
す
。 

       

①
会
派
に
属
さ
な
い
議
員 

②
仙
波
町
１
３
７-

10 

③(

85)

３
７
２
７ 

④
今
か
ら
約
百
年
前
、
田
中

正
造
翁
が
、
む
ぐ
ら
や
の
繁

れ
る
宿
の
軒
下
に
靴
音
高
く

貢
と
り
た
つ
と
詠
ん
で
お
り
、

大
変
貧
し
い
家
に
も
役
所
が

強
制
的
に
税
を
取
り
に
来
て

い
る
様
を
嘆
い
て
い
る
歌
で

す
。
今
年
も
市
民
フ
ァ
ー
ス

ト
で
し
っ
か
り
と
議
員
活
動

を
行
い
ま
す
。 

 

    

①
政
友
み
ら
い 

②
馬
門
町
１
５
９
７ 

③(

23)

８
２
６
３ 

④
昨
年
は
、
思
い
も
よ
ら
な

か
っ
た
地
域
で
の
地
震
発
生

や
例
を
み
な
い
台
風
の
動
き

な
ど
、
想
定
外
の
事
が
起
こ

り
、
被
害
が
発
生
し
た
年
で

し
た
。
今
年
は
、
備
え
の
心

と
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、

安
全
で
安
心
な
街
づ
く
り
と

福
祉
の
向
上
に
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。 

       

①
政
友
み
ら
い 

②
植
野
町
２
１
３
８-

11 

③(

24)

２
８
４
０ 

④
酒
つ
ぼ
の
果
実
が
極
み
ま

で
熟
成
し
た
様
子
を
表
す
酉

の
年
、
第
１
次
総
合
計
画
の

最
終
年
で
も
あ
る
。
子
育
て
、

就
労
、
教
育
、
医
療
、
ま
ち

づ
く
り
、
住
み
良
い
魅
力
あ

る
佐
野
市
づ
く
り
に
死
角
は

な
い
か
精
査
し
て
、
次
の
飛

躍
に
繋
が
る
一
年
と
し
た
い
。 

  

    

①
公
明
党
議
員
会 

②
大
橋
町
３
１
７
３-

５ 

③(

23)

２
１
０
０ 

④
佐
野
市
国
際
ク
リ
ケ
ッ
ト

場
等
の
資
源
を
活
か
し
、
観

光
立
市
と
ス
ポ
ー
ツ
立
市
の

融
合
に
よ
り
、
佐
野
市
の
発

展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
・
医
療
の
充
実
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。 

       

①
自
民
佐
野 

②
堀
米
町
81-
７ 

③(

22)

８
５
２
３ 

④
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会

の
到
来
で
、
扶
助
費
の
増
加

や
一
般
財
源
の
減
少
が
想
定

さ
れ
る
。
安
定
し
た
仕
事
や
、

新
し
い
人
の
流
れ
を
創
出
し
、

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
、
時
代

に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
べ
く

全
力
投
球
し
ま
す
。 

 

    

①
自
民
佐
野 

②
仙
波
町
２
８
４
５ 

③(

85)

３
０
５
４ 

④
急
激
に
進
む
少
子
化
と
超

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。
市
総
合
戦

略
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
と

福
祉
の
推
進
と
共
に
、
鳥
獣

被
害
対
策
、
中
山
間
地
域
振

興
を
図
り
、
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き

る
、
住
み
良
い
地
域
づ
く
り

に
頑
張
り
ま
す
。 

       

①
政
風
会 

②
高
萩
町
１
２
０
６-

６ 

③(

22)

２
２
３
９ 

④
市
民
の
皆
さ
ん
が
明
る
く

楽
し
く
元
気
よ
く
暮
ら
せ
る

た
め
に
、
安
定
し
た
働
く
場

所
の
確
保
、
子
供
を
産
み
育

て
る
た
め
の
支
援
拡
充
と
経

済
的
支
援
の
充
実
、
そ
し
て
、

住
ん
で
良
い
、
訪
れ
て
良
い

街
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
み
活
動
し
て
参
り
ま
す
。 

  

    

①
政
風
会 

②
出
流
原
町
８
９
８-

２ 

③(

25)

４
４
８
８ 

④
今
年
は
、
念
願
の
「
イ
ン

ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
」
が
、
佐

野
・
田
沼
イ
ン
タ
ー
産
業
団

地
内
に
完
成
し
、
喜
び
も
一

入
で
す
。
本
年
も
、
出
流
原

Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
設
置
推
進
や
周
辺
開

発
と
あ
わ
せ
、
佐
野
市
の
発

展
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
。 

       

①
新
風 

②
赤
見
町
３
２
５
６ 

③(

25)

０
２
３
３ 

④
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来

に
よ
る
様
々
な
課
題
に
取
り

組
み
、
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ

て
よ
し
、
子
育
て
す
る
な
ら

佐
野
市
の
確
立
を
目
指
し
、

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
の
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
魅
力

あ
る
雇
用
の
創
出
に
取
り
組

み
ま
す
。 

  

    

①
新
風 

②
赤
坂
町
65-

４ 

③(

24)

０
３
７
４ 

④
近
年
の
天
変
地
異
。
複
数

大
国
の
保
守
化
。
世
界
は
不

透
明
不
確
実
な
時
代
に
迷
い

込
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
。
問

わ
れ
る
議
会
や
行
政
の
在
り

方
。
私
達
は
今
、
こ
ど
も
の

街
宣
言
を
始
め
と
す
る
男
女

共
同
参
画
・
生
涯
学
習
・
非

核
平
和
都
市
宣
言
市
の
誇
り

を
胸
に
邁
進
し
た
い
。 

       

①
政
友
み
ら
い 

②
葛
生
西
３-

12-

７ 

③(

85)

２
６
４
５ 

④
人
づ
く
り
、
夢
の
も
て
る

街
づ
く
り
、
心
の
通
い
合
え

る
街
、
社
会
づ
く
り
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
市
民
の
皆
様
と
共

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
の
厳
し
い
な
か
、
効
率

化
に
努
め
、
子
育
て
支
援
、

福
祉
の
充
実
に
、
安
全
で
安

心
な
街
づ
く
り
の
実
現
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。 
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